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研究概要
1)前頭連合野における条件づけ形成の神経機
構の研究
久保田競
視覚刺激を手掛かりにして.GO/NO-GO課題を
学習する経過のニューロン活動を解析し,手掛か
りと反応との連合が前頭前野で成立すると考えら
れるデータを既にだしているが,これを更に滋付
けるデータを染めた｡反応に特異的に働くニュー
ロン活動が,どの様に成立する様になるかを解析
した｡
2)前頭葉の行動抑制のメカニズムの研究
久保田競 ･三上孝允･大石高生
視覚刺激を手掛かりにして,GO/NOGO課題
を行わせ,前頭前野弓状域及び運動前野の単一ニ
ュー ロン活動を記録し,NOG()反応に特異的に働
くニューロンが,GO反応を起こすニューロン活
動を抑制するという仮説を裏付けるデータを央め
つつある｡
3)前頭連合野の神経伝達物質の役割
久保田競 ･松村道一 ･沢口俊之
空間性遅延反応に関連する前頭前野のニューロ
ン活動に対すろドー パミンやそれらの阻害剤など
の効果を調べた｡ ドー パミンは遅延期に関連すろ
ニューロン活動を増強し,この増強作用はDl受
容器の阻害剤によって阻害された｡ドー パミンが
短期記憶のニュー ロン過程をDl受容器を介して
増強することが示唆される｡
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